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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

　

縄
文
時
代
の
土
器
の
底
部
に
は
、
編
み
物
や

葉
脈
、
動
植
物
な
ど
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
痕
跡
は
底
部
圧

痕
と
呼
ば
れ
、
そ
の
時
代
の
植
物
利
用
の
あ
り

方
を
示
す
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　

か
ご
類
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
出
土
す
る
の

は
珍
し
く
、
２
０
１
６
年
現
在
で
全
国
で
も
83
遺

跡
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
遺
跡
の
多
く

が
酸
性
土
壌
で
あ
り
、
湿
潤
・
乾
燥
が
交
互
に
繰

り
返
さ
れ
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
ら
の
保

存
を
よ
り
難
し
く
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

底
部
圧
痕
は
、
そ
う
し
た
有
機
物
の
痕
跡
を
示

す
「
間
接
資
料
」
で
あ
り
、
技
法
や
素
材
な
ど

に
着
目
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
も
、
東
大
橋
原
遺
跡
を
は
じ
め
、

代
官
屋
敷
遺
跡(

総
社)

や
白
久
台
遺
跡(

石

岡)

な
ど
か
ら
出
土
し
た
多
く
の
縄
文
土
器
の

底
部
か
ら
そ
う
し
た
圧
痕
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
そ
う
し
た
圧
痕
に
シ
リ
コ
ン
を
流

し
込
ん
で
型
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細

な
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
底
部
圧
痕
の
一
部
と
そ
の
成

果
に
つ
い
て
、
石
岡
市
立
ふ
る
さ
と
歴
史
館
企

画
展
で
展
示
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
31
回
企
画
展

「
底
だ
け
展
―
「
そ
こ
だ
け
」
に
あ
る
魅
力
・

「
そ
こ
だ
け
」
に
し
か
な
い
魅
力
―
」

期
間
／
１
月
12
日
木
〜
４
月
２
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
総
社
１
-
２
-
10
)

休
館
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

シリーズ 206

「土器の底部からわかる痕跡①」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【１月の休館日】
1 日日～ 4 日水・9 日月・10 日火・16 日月・
23日月・26日木・30日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

▲代官屋敷遺跡（総社）から出土した圧痕が残

る底部写真（左）と型取りしたレプリカ（右）

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
 7日土 おはなし玉手箱
12日木 ひよこのおはなしかい
21日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
14日土 おはなしフレンズ

▲『ピッチとチャップ』

人形劇
日時：１月 28日土
　　　午後２時～３時
場所：中央図書館　３階読書室
出演：人形劇団木

で く

偶
プログラム
「タッチャン」、「ピッチとチャップ」、「なにが
できるかな」
対象者：幼児～小学生と保護者
定員：50人
※マスクの着用をお願いします。
予約方法：1月 6日金から中央図書館１階または
こども図書館カウンターへ直接、または電話で
申し込み
問中央図書館　℡ 24-1507

参加無料・事前予約制



第 41回
「石岡コカリナ同好会」

　石岡市文化協会に所属して間もなく、新型
コロナウイルスがまん延し何も活動が出来な
いまま２年半が過ぎました。
　2022 年になり、ウクライナの支援活動を
しているポーランド在住のコカリナ仲間から
の要請で日本コカリナ協会は「ひまわりコン
サート」を全国規模で立ち上げ、茨城県では
5月に常総市で開催しました。9月には 3年
振りのコカリナフェスティバル、10 月には

石岡市文化祭参加と続き、特に文化祭での発
表は、自粛生活と併せて初参加でもあったた
め不安な思いで当日を迎えましたが、沢山の
お客様にお越し頂き感謝に尽きるコンサート
になりました。
　安心して音楽が楽しめる日が1日も早く訪
れる事を願いつつコカリナを楽しんでいます。
問石岡コカリナ同好会
　℡ 090-9147-6529（河部さかゑ）

「石岡コカリナ同好会」
（コカリナは木の笛です）
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入
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婚
式
我
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と
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わ
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の
中
色
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背
比
べ

ど
き
ど
き
を
今
も
忘
れ
ぬ
見
合
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席

ど
忘
れ
に
俺
も
歳
だ
と
独
り
言

い
し
お
か
川
柳
会

句
を
語
り
時
を
忘
る
る
小
春
か
な

柿
落
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献
上
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育
み
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農
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の
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髪

冬
野
行
く
俳
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の
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に
手
を
ひ
か
れ

や
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会

あ
な
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に
は
好
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れ
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な
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ら
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史
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台
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▲文化祭


